
学習目標地 理 Ｂ
科目：地理Ｂ 地理Ｂの学習目標は、現代世界を理解し、地理的認識を養

履修：１年 うとともに、地理的な見方や考え方を培うことにより、国際

共通 社会に主体的に生きる人としての資質を養うことにある。

２単位 そのためには、身近な「もの」や「地域」から世界全体に

至るまで、また、自然的な内容から経済・社会・文化に至る

まで、社会に生起するあらゆる事象について関心を持ち、自

らの五官を通じて考え、行動することが必要となる。

年間授業計画

月 学 習 単 元 学 習 事 項 等

球面上の世界と地図 地図化してとらえる現代世界の諸課題4

さまざまな地図、図法

身近な地域の調査 学校所在地を調べる5

日比谷高校周辺の地理前
(14時)

6

フィールドワークの基礎
２万5000分の１地形図

・身近な地域の調査や、地図の読図や作図などを通じ期 7

て、地理的技能や、地理的な見方や考え方を養う。
地形からみた世界自然環境

大地形、小地形 (16時）9

気候からみた世界10

熱帯、乾燥帯、温帯、冷帯、寒帯の自然環境

農業からみた世界後 11 資源と産業

エネルギー・原料資源からみた世界

(18時)12

工業からみた世界期
1

村落・都市からみた世界村落・都市と生活文化

現代世界を系統地理的にとらえる視点や方法を身に・

付ける。2

(17時)

生徒の希望によっては、巡検に関する講習を長期休業中等に行う。講
習

定期考査（年４回）評
各試験範囲ともに、50分の試験を100点満点で行う。価

提出物（学校周辺の巡検、地形図、夏休みの課題、冬休みの課題等）の
課題に対してどれだけ誠実に取り組み、自ら考え、行動し、表現したかを評価方
する。法

日常の授業における意欲や、参加態度も評価の対象である。

『アフリカを食べる』松本仁一（朝日文庫）

『河童が覗いたインド』妹尾河童（新潮文庫）

『エビと日本人』村井吉敬（岩波新書）

『地球環境報告 『地球環境報告Ⅱ』石弘之（岩波新書）』

『日本の地名』谷川健一（岩波新書）

『神の眼 鳥の眼 蟻の眼』森田喬（毎日新聞社）

週刊朝日百科『世界の地理 （朝日新聞社）』推薦図書・参考書




